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● 2／16　納税相談開始 
●満濃中改築検討委員会委員を募集 
●町祭壇使用時の取り扱い・料金が変更に 
●町長・町議選の投票日は4／18に 
● 小惑星「まんのう町」が誕生 

2月号の 
主な内容 

〈平成22年1月1日現在〉 

●人口 20,249 人 （前月比－4人） 
　　男： 9,726 人 
　　女： 10,523 人 

●世帯数 7,051世帯 （前月比－1世帯） 

2 0 1 0  vol .4 7

まちの 
動き 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 まんのう町 
携帯版ホームページは、 
こちらのQRコードから⇒ 

ことなみ土器どきフェスタ2009 
（キハダマグロ実演解体） 

ことなみ土器どきフェスタ2009 
（キハダマグロ実演解体） 
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所
得
申
告

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
も
影
響

す
る
所
得
申
告

　

い
よ
い
よ
平
成
22
年
度
町
県
民
税
の
申
告

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
平
成
21

年
中
の
所
得
に
関
す
る
申
告
は
、
町
県
民
税

だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
正
し
く
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
を
し
な
け
れ
ば
、
国
保
税
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
自
分
で
計
算
し
税
額
を
算

出
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
自
分
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
町
で
は
各
地

区
に
会
場
を
設
け
、
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
が
必
要
な
方
は
、
日
程
表
＝
４
、５
ペ
ー

ジ
参
照
＝
を
ご
覧
の
上
、
指
定
さ
れ
た
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
へ
行
く
前
に
、
ま
ず
は
自

分
で
整
理
を

　

職
員
一
人
が
一
日
に
対
応
で
き
る
の
は
10

人
程
度
で
す
。
相
談
者
個
々
の
事
情
に
よ
り
、

そ
の
後
の
相
談
者
の
待
ち
時
間
が
延
び
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
十
分
に
内
容
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
相
談
を
お
受
け
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
領
収
書
・
証
明
書
の
整
理
や
収

支
計
算
な
ど
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
で
き
る
と

こ
ろ
は
、
ぜ
び
、
ご
自
身
で
整
理
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
整
理
が
不
十
分
な
場
合
は
多
少
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
は
？

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
ま
ん
の
う
町

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
ま
た
は
現
に
居

住
し
て
い
る
者
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
方
は
、
町

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
例
）

▽ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
内
職
な
ど
の

収
入
が
あ
る
。

▽ 

商
工
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
を

し
て
い
る
。

▽ 

生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
金
の
支
払

い
を
受
け
取
る
な
ど
、
一
時
所
得
が
あ
る
。

▽
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で

　

・
農
業
や
事
業
を
し
て
い
る
。

　

・ 

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い

る
。

　

・ 

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
２
つ
以
上

受
け
取
っ
て
い
る
。

　

・ 

給
与
と
年
金
の
両
方
を
受
け
取
っ
て
い

る
。

申
告
に
必
要
な
物
は
？

① 

印
鑑
（
認
め
印
で
可
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
振
り
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
へ
の
届
け

出
印
が
必
要
で
す
。）

② 

申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か
る

物
（
所
得
税
の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
振

り
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
）

③ 

確
定
申
告
書
（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
る
方
の
み
）

④ 

平
成
21
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
収
入

が
分
か
る
書
類

▽
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

▽ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
配
分
金
、

内
職
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
の
支
払
通
知

書
▽ 

生
命
保
険
会
社
で
契
約
し
た
保
険
金
や
個

人
年
金
の
受
取
証
明
書

平
成
21
年
中
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
　
　

│ 

申
告
期
限
は
3
月
15
日
ま
で 

│

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

　農業所得は、税法上、事業所得に該当するので、収入金額から必要経費

を差し引いて所得金額を算出する「収支計算」によって申告するのが原則

です。

農業所得を算出するのに必要な物

収入関係

項　　目 書類の種類

農産物の販売金額
ＪＡの「わが家の農業収益等集計表」、特定農業団

体構成員の方は「平成20年度配分額通知書」も。

家事消費などの数量 農産物の種類や数量を記録したメモ

その他農業所得に

関連して得た収入
振り込みのあった預金通帳、領収書の控えなど

必要経費関係

項　　目 書類の種類

雇 人 費

領収書、振込通知書など小 作 料・ 賃 借 料

作 業 委 託 費

減 価 償 却 費 減価償却資産（農機具など）の領収書

利 子 割 引 料 金融機関などの返済表、利息計算書など

租 税 公 課 領収書

そ の 他
ＪＡの「わが家の農業経費等集計表」、特定農業団

体構成員の方は「平成20年度配分額通知書」も。
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所
得
申
告
・
国
民
年
金
基
金

⑤ 

所
得
控
除
額
を
計
算
す
る
の
に
必
要
な
書

類
▽ 
社
会
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証
明

書
（
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書
、
介

護
保
険
料
納
付
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
、
任
意
継
続
保
険
料
納
入

証
明
書
な
ど
）

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ

い
て
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
22
年
３
月
13

日
ま
で
、
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
薀
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
（
Ｉ
Ｐ
電

話
の
場
合
は
薀
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
）

ま
た
は
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
薀
０
８
７
７
・
６
２
・
１
６
６
０

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

生
命
保
険
料
（
一
般
、
個
人
年
金
）、
地
震

保
険
料
の
控
除
証
明
書

▽ 

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
）
身
体
障

害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど

　

※ 

認
定
基
準
日
は
、
平
成
21
年
12
月
31
日

現
在
。

▽ 

（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
）
医
療
費

の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
分
か
る
支
払
明
細
書

　

※ 

お
む
つ
代
を
控
除
す
る
に
は
、
領
収
書

と
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」（
用
紙
は
町
税
務
課
や
各
支
所

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
２
年
目
以
降
で
介
護
保

険
法
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

一
定
の
方
は
、
町
健
康
増
進
課
（
薀

０
８
７
７
・
７
３
・
０
１
２
５
）
で
交
付

さ
れ
る
認
定
書
で
も
可
。

　

※ 

あ
ら
か
じ
め
自
分
で
領
収
書
の
金
額
を

集
計
し
、「
医
療
費
の
明
細
書
」（
町
税

務
課
や
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

に
ご
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
場

合
）
金
融
機
関
か
ら
交
付
を
受
け
た
「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
等
証
明
書
」、
こ
の
控
除
を
受
け
る
方

の
住
民
票
の
写
し
（
町
住
民
生
活
課
薀

０
８
７
７
・
７
３
・
０
１
０
１
で
発
行
）、
請

負
契
約
書
や
売
買
契
約
書
（
収
入
印
紙
が

あ
る
も
の
）
の
写
し
、
家
屋
や
敷
地
の
登

記
事
項
証
明
書
（
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

薀
０
８
７
７
・
２
３
・
０
２
２
８
で
発
行
）

な
ど

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の
方
や
フ
リ
ー

で
働
く
方
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
の
年
金
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。
自
分
の
収
入
に
合
わ
せ
て
設
計

で
き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
確
実
に
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
厚
生
年
金
の
よ
う
な
上

乗
せ
分
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、

自
分
で
上
乗
せ
分
を
用
意
し
な
け
れ
ば
生
活

の
基
礎
部
分
の
年
金
（
国
民
年
金
）
し
か
受

給
で
き
ま
せ
ん
。
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
送
る

た
め
に
も
、
国
民
年
金
基
金
制
度
を
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
の
3
つ
の
利
点

①
掛
け
金
は
将
来
も
一
定

　

少
な
い
掛
け
金
・
自
由
な
プ
ラ
ン
で
始
め

ら
れ
ま
す
。
加
入
後
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

応
じ
て
月
々
の
掛
け
金
を
増
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

② 

掛
け
金
は
、
全
額
所
得
控
除
で
税
金
が
有

利

　

掛
け
金
は
、
全
額
所
得
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
安
く
な
り
ま
す
。

ほ
か
の
個
人
年
金
が
年
額
５
万
円
ま
で
し
か

所
得
控
除
さ
れ
な
い
の
に
比
べ
て
も
断
然
有

利
で
す
。

③
年
金
額
が
今
か
ら
分
か
る

　

加
入
時
に
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
確

定
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
方
は
？

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業

の
方
や
フ
リ
ー
で
働
く
方
、
そ
の
配
偶
者
の

方
）
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
で
、
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
（
一
部

免
除
、
学
生
納
付
特
例
、
若
年
者
納
付
猶
予

を
含
み
ま
す
。）
さ
れ
て
い
る
方
や
農
業
者
年

金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

年
金
の
給
付
は
？

　

年
金
額
の
加
入
口
数
や
年
金
受
け
取
り
期

間
は
給
付
の
型
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

毎
月
の
掛
け
金
は
？

　

掛
け
金
は
、
選
択
し
た
給
付
の
型
、
加

入
口
数
、
加
入
時
の
年
齢
、
性
別
に
よ
り

決
ま
り
ま
す
。
掛
け
金
の
上
限
は
、
月
額

６
万
８
０
０
０
円
で
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
一
度
、

年
金
相
談
会
へ
ど
う
ぞ

▽
日
時
／
２
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
▽
会
場
／
ま
ん
の
う
役
場
本
庁
３
階

第
１
会
議
室

次のような申告は、
税務署の申告相談会場へ

　所得税（住宅借入金等特別控除

や医療費控除を受けられる方、譲

渡所得（株式、土地・建物の売買）

のある方、青色申告をする方）、

個人事業者の消費税及び地方消費

税、贈与税

「
国
民
年
金
基
金
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】
香
川
県
国
民
年
金
基
金　

薔
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２
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納
税
相
談
日
程
表

■ 満濃地区
月　日 受付時間 対　象　地　域 会　場

2月16日（火）

9：00～16：00

炭所東

なごみ館

2月17日（水）
炭所西（江畑、平野、塩田、大向）

2月18日（木）

2月19日（金） 炭所西（上記地区を除く）、林の下、樫林、天神、町代

2月22日（月） 長尾（上記地区を除く）

2月23日（火） 公文、西高篠

高篠ふれあいセンター2月24日（水）
東高篠、羽間

2月25日（木）

2月26日（金） 木の崎、野津郷、宮東

役場本庁

3月 1日（月） 旭東、光元、場正、高屋原

3月 2日（火） 八幡、中村、鐘場、中大宮、北原、桶樋、五毛

3月 3日（水） 神野、真野、五條

3月 4日（木） 岸上

3月 5日（金） 吉野下

3月 8日（月） 四條

3月 9日（火） 四條、吉野下

3月10日（水）

上記に来られなかった方
3月11日（木）

3月12日（金）

3月15日（月）

■ 仲南地区
月　日 受付時間 対　象　地　域 会　場

2月16日（火）

9：00～16：00

後山、生間

仲南支所

2月17日（水） 帆山、照井

2月18日（木）
福良見、小池

2月19日（金）

2月22日（月）
宮田、買田、佐文

2月23日（火）

2月24日（水） 宮田、買田 買田集会所

2月25日（木） 佐文 佐文公民館

2月26日（金） 久保、本目 本目集会所

3月 1日（月） 塩入、春日（野口）
春日公民館

3月 2日（火） 春日（中、下、八日組）

3月 3日（水） 山脇 山脇集会所

3月 4日（木） 新目（下、木原）、黒川
新目小国会館

3月 5日（金） 新目（上、中）、追上

3月 8日（月） 追上、大口

仲南支所

3月 9日（火）

上記に来られなかった方

3月10日（水）

3月11日（木）

3月12日（金）

3月15日（月）
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■ 琴南地区
月　日 受付時間 対　象　地　域 会　場

2月16日（火）
9：00～12：00 三角、川奥中、川奥上

川奥集会場
13：00～16：00 横畑、沖野、中野・株切

2月17日（水）
9：00～12：00 下福家、八峯、真鈴、勝浦本村

琴南総合センター

13：00～16：00 林、家六、奈良の木

2月18日（木）
9：00～12：00 谷所、仲野、堀田

13：00～16：00 名頃下、名頃上、長谷

2月19日（金）
9：00～12：00 中熊上、中熊下

13：00～16：00 明神、前の川、雨島

2月22日（月）
9：00～12：00 川東下、焼尾

琴南公民館

13：00～16：00 川東上、猪の鼻

2月23日（火）
9：00～12：00 皆野、淵野

13：00～16：00 野口上、野口下

2月24日（水）
9：00～12：00 中通本村

13：00～16：00 新生上、新生下

2月25日（木）
9：00～12：00 更生

琴南農改センター

13：00～16：00 梶洲東、梶洲西

2月26日（金）
9：00～12：00 木の下、備中地

13：00～16：00 城山、岡の峯

3月 1日（月）
9：00～12：00 荒神上、荒神下、梅の木

13：00～16：00 天川、三本松下

3月 2日（火）
9：00～12：00 三本松上、盛上

13：00～16：00 中央、盛下

3月 3日（水）
9：00～12：00 栄町

13：00～16：00 旭町、錦町

3月 4日（木）
9：00～12：00 仲空、風の丘、旭風会、共栄会

13：00～16：00 上所、下所、城山ハイツ、さくら

3月 5日（金）

9：00～16：00 上記に来られなかった方3月 8日（月）

3月 9日（火）

3月10日（水）

9：00～16：00 上記に来られなかった方 役場本庁

3月11日（木）

3月12日（金）

3月15日（月）

納
税
相
談
日
程
表
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満
濃
中
改
築
検
討
委
員
会
委
員
募
集
・
選
挙

　

現
在
の
満
濃
中
学
校
は
建
築
後
約
50
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
激
し
く
、
耐
震
構
造
で
も

な
い
た
め
、
改
築
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
中
学
校
の
改
築
方
法
に
つ
い
て
、

平
成
21
年
度
当
初
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
公

共
施
設
な
ど
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
な

ど
を
民
間
の
資
金
や
経
営
能
力
、
技
術
的
能

力
を
活
用
し
て
行
う
新
し
い
手
法
）
を
導
入

し
、
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
を
長
期
間
（
お

お
む
ね
15
年
間
〜
20
年
間
）
に
わ
た
り
一
括

し
て
発
注
す
る
の
が
い
い
の
か
、
ま
た
は
、

従
来
の
よ
う
に
、
設
計
、
建
設
を
そ
れ
ぞ
れ

発
注
し
維
持
管
理
は
業
務
ご
と
に
毎
年
契
約

す
る
方
法
が
い
い
の
か
を
調
査
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
一
括
契
約
や
長
期
契
約
を
す

れ
ば
事
業
費
が
抑
制
さ
れ
効
率
的
な
維
持
管

理
が
で
き
る
こ
と
や
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
よ
り
快
適
な
学
校
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
中
学
校
の
改

築
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
導
入
し
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
平
成
25
年
４
月
開
校
を
目
指
し
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
（
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公

共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）

に
基
づ
き
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
満
濃
中
学
校
の
教
育
環
境
や
、

併
設
予
定
の
町
立
図
書
館
の
利
用
環
境
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を

検
討
し
て
い
く
委
員
会
の
委
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
住
予
定
（
平
成
22

年
４
月
１
日
に
お
い
て
在
住
で
あ
れ
ば
可
）

の
方
で
、
満
濃
中
学
校
の
改
築
と
町
立
図
書

館
の
整
備
に
関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に
会
議

に
参
加
で
き
る
方
。

▽
募
集
人
員
／
３
人
程
度

▽
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
に
、「
満
濃
中
学
校
の
在
り
方
」
ま

た
は
「
ま
ん
の
う
町
に
お
け
る
図
書
館
の
在

り
方
」
に
つ
い
て
、
原
稿
用
紙
２
枚
（
８
０
０

字
）
程
度
に
あ
な
た
の
考
え
を
お
書
き
の
上
、

応
募
用
紙
と
と
も
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
、
ま
ん
の
う
町
教
育

委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
満
濃
中
学
校
改

築
対
策
室
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow
n.m
anno.lg.jp

）で
入
手
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
、
郵
送
で
送
付
し
ま
す
。

▽
業
務
内
容

　

改
築
す
る
満
濃
中
学
校
に
お
け
る
教
育
環

境
と
、
図
書
館
の
利
用
環
境
（
位
置
や
規
模
、

機
能
、
運
営
方
法
な
ど
）
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
選
任
方
法

　

提
出
書
類
を
基
に
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
検
討
委
員
会
内
で
選
考
し
、
教

育
長
が
任
命
し
ま
す
。

▽
任
期

　

平
成
22
年
３
月
か
ら
平
成
24
年
夏
ご
ろ
ま

で▽
選
考
結
果
の
通
知

　

応
募
者
全
員
に
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課
満
濃
中
学
校
改
築
対
策
室

　

〒
７
６
６̶

０
０
２
２

　

ま
ん
の
う
町
吉
野
下
４
３
０
番
地

　

薀
（
７
３
）
０
１
０
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７
３
）
０
１
１
３

　

電
子
メ
ー
ル

　

p
fi@
to
w
n
.m
a
n
n
o
.lg
.jp

「
ま
ん
の
う
町
立
満
濃
中
学
校
改
築
・
町
立
図
書
館
整
備

検
討
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

応
募
期
限
は
２
月
12
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

町長・町議会議員選挙の投票日は 
4月18日（日） 

町長・町議会議員選挙の投票日は 
4月18日（日） 

　平成22年4月22日任期満了に伴うまんのう町長・

まんのう町議会議員選挙の概要は次のとおりです。 

▽告示日（立候補届出受付日） 
　4月13日（火） 

▽選挙すべき人員 
　■町長・1人 

　■町議会議員・18人（定数3人減。旧町単位で設け

られていた選挙区は廃止。） 

◆立候補予定者説明会の開催 
　立候補を予定されている方はご出席ください。ただ

し、会場の都合上、立候補予定者1人につき3人（立候

補予定者を含みます。）までとさせていただきますので、

ご協力ください。 

▽日時／2月9日（火）午前10時～ 
▽会場／まんのう町役場本庁舎3階大会議室 
【問い合わせ先】 

まんのう町選挙管理委員会事務局（総務課内） 

　�（７３）０１００ 
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議
会
情
報
・
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

【
修
正
可
決
】

エ
ピ
ア
み
か
ど
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
琴
南
健
康
ふ
れ
あ
い
の

里
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
琴
南
高
齢
者
婦
人
活
動

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

大
川
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
福
祉
施
設
美
霞
洞
温
泉

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
、
右
記
５
施
設
の
指
定
管
理
者
と

し
て
財
団
法
人
こ
と
な
み
振
興
公
社
が
指
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て塩
入
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

塩
入
ふ
る
さ
と
研
修
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
特
産
品
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て二
宮
忠
八
飛
行
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
、
右
記
７
施
設
の
指
定
管
理
者
と

し
て
有
限
会
社
仲
南
振
興
公
社
が
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
原
案
可
決
】

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
７
５
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
98

億
９
４
８
０
万
５
千
円
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
９
５
万
８
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
25
億
１
７
８
２
万
４
千
円
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
５
９
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
６
５
３
９
万
円
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

平
成
21
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整

備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
５
１
０
万
円
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
事
務
所
の

存
続
を
求
め
る
意
見
書

　

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
事
務
所
の
廃
止

を
行
わ
ず
、
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
の
維

持
管
理
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
、
四
国

内
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
利
用

者
の
利
便
性
な
ど
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
さ

ら
な
る
施
設
な
ど
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
国

に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

【
趣
旨
採
択
】

か
り
ん
の
湯
再
興
に
つ
い
て

　

旧
か
り
ん
温
泉
の
浴
室
部
分
の
施
設
利
用

に
つ
い
て
は
、
町
の
補
助
に
頼
ら
ず
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
よ
り
自
主
運
営
し
た
い
と
い
う
趣
旨

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
継
続
審
査
】

ま
ん
の
う
町
木
造
住
宅
建
築
奨
励
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　農林水産省では、2月1日現在で、全国一斉に「2010年世界農林業センサス」を実施します。 
　この調査は農林業の実態を明らかにし、今後の農林業の政策に役立てるために5年ごとに実施される極めて
大切な調査です。 
　調査員が農林業関係者の方々を訪問し、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いします。 
　調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんので、ご協力をお願いします。 

第
４
回
ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会　
（
会
期
／
12
月
11
日
〜
22
日
）

議　

会　

情　

報
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小
惑
星
誕
生
・
放
送
大
学
・
国
際
交
流
講
演
会

　

小
惑
星「
Ｍ

ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｕ

ｃ
ｈ
ｏ
（
ま

ん
の
う
町
）」

が
昨
年
12
月

２
日
誕
生
し
、

同
月
20
日
に

開
催
さ
れ
た

「
ま
ん
の
う
町

国
際
交
流
講

演
会
」
の
中
で
、
講
演
会
の
講
師
で
あ
り
命

名
の
発
案
者
で
あ
る
寺
門
邦
次
（
て
ら
か
ど
・

く
に
つ
ぐ
）
さ
ん
＝
写
真
右
＝
か
ら
、
国
際

天
文
学
連
合
（
Ｉ
Ａ
Ｕ
）
の
認
定
証
が
栗
田

町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
小
惑
星
は
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
９
月
20
日
、
北
海
道
在
住
の
渡
辺
和
郎
（
わ

た
な
べ
・
か
ず
お
）
さ
ん
と
円
館
金
（
え
ん
だ

て
・
き
ん
）
さ
ん
に
よ
っ
て
共
同
発
見
さ
れ

た
も
の
で
す
。
直
径
は
約
５
㎞
と
推
定
さ
れ
、

火
星
と
木
星
の
間
を
や
や
つ
ぶ
れ
た
楕
円
軌

道
で
約
３
年
３
カ
月
か
け
公
転
し
て
い
ま
す
。

そ
の
軌
道
が
、
複
数
年
に
わ
た
る
追
跡
観
測

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
の
で
、
１
万
３
１
５
６

番
目
に
発
見
さ
れ
た
小
惑
星
と
し
て
、
Ｉ
Ａ
Ｕ

が
発
行
す
る
『
小
惑
星
回
報
』
に
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
１
月
24
日
付
け
で
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
小
惑
星
の
命
名
提
案
権
は
発
見
者
に
あ

り
ま
す
が
、
発
見
者
で
あ
る
渡
辺
さ
ん
ら
は

当
初
名
前
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
昨

年
12
月
2
日
ま
で
は
小
惑
星
１
３
１
５
６
番

と
呼
ば
れ
て
い
た
だ
け
で
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
に
合
わ
せ
寺
門
さ
ん
は
、

ま
ん
の
う
町
へ
何
か
後
世
に
残
る
物
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
、
以
前
か
ら
親
交
の
あ
っ

た
渡
辺
さ
ん
に
、
小
惑
星
の
一
つ
に
「
ま
ん

の
う
町
」
と
い
う
名
前
を
付
け
て
も
ら
う
よ

う
依
頼
し
ま
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
そ
れ
を
受

け
、
小
惑
星
名
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ａ

Ｕ
に
申
請
し
た
結
果
、
審
査
に
通
過
し
た
の

で
、『
小
惑
星
回
報
』
に
昨
年
12
月
２
日
付
け

で
小
惑
星
「
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｏ
」
が
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
名
前
は
、
Ｉ
Ａ
Ｕ
の

総
会
開
催
年
（
３
年
に
一
度
）
に
更
新
さ
れ

る
『
小
惑
星
名
辞
典
』
に
も
収
録
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
治
体

の
名
前
が
小
惑
星
に
付
け
ら
れ
た
の
は
、
四

国
で
は
愛
媛
県
久
万
高
原
町
、
同
県
今
治
市

玉
川
町
に
次
い
で
３
例
目
、
県
内
で
は
初
め

て
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
小
惑
星
「
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｏ
」

を
き
っ
か
け
に
、
宇
宙
に
興
味
を
持
つ
子
ど

も
が
増
え
て
ほ
し
い
と
、
旧
宇
宙
開
発
事
業

団
で
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
選
抜
や
養
成
な

ど
に
か
か
わ
っ
て
き
た
寺
門
さ
ん
は
今
回
の

講
演
の
中
で
、
１
０
０
点
を
取
っ
た
国
語
の

答
案
用
紙
や
、
そ
の
用
紙
の
裏
に
描
か
れ
た

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
絵
な
ど
、
小
学
生
時

代
か
ら
宇
宙
を
目
指
し
て
勉
強
に
励
み
、
夢

を
実
現
さ
せ
た
宇
宙
飛
行
士
若
田
光
一
さ
ん

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
①

夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
②

夢
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
③
得
意

な
分
野
、
１
番
に
な
る
も
の
を
つ
く
る
こ
と̶

が
大
切
だ
と
聴
衆
に
訴
え
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
惑
星
「
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
ｏ
」

の
認
定
証
は
役
場
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
、

宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光
一
さ
ん
と
山
崎
直
子

さ
ん
直
筆
の
色
紙
と
共
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
（
無
料
）

　

赤
道
直
下
の
ケ
ニ
ア
共
和
国
。
首
都
ナ
イ

ロ
ビ
か
ら
遠
く
離
れ
、
野
生
動
物
が
群
れ
を

成
す
サ
バ
ン
ナ
に
あ
る
マ
サ
イ
村
は
、
シ
ャ

ワ
ー
も
ト
イ
レ
も
電
気
す
ら
も
な
い
小
さ
な

村
で
す
。
そ
こ
で
暮
ら
す
マ
サ
イ
族
の
男
性

と
結
婚
さ
れ
た
永
松
真
紀
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
マ
サ
イ
族
の
伝
統
的
な
文
化
や
ア
フ
リ

カ
社
会
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時
／
２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

▽ 

会
場
／
か
り
ん
会
館
（
ま
ん
の
う
町
神
野

１
６
８̶

７
）

▽
講
師
／
永
松
真
紀
さ
ん

　

福
岡
県
北
九
州
市
生
ま
れ
で
、
現
在
は
ケ

ニ
ア
共
和
国
在
住
。『
私
の
夫
は
マ
サ
イ
戦
士
』

の
著
者
。
よ
り
深
く
ア
フ
リ
カ
に
ふ
れ
る
た

め
の
企
画
と
し
て
、
国
際
交
流
や
農
村
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
エ
コ
・
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ラ

ム
訪
問
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

▽ 

演
題
／
私
の
夫
は
マ
サ
イ
戦
士
〜
ケ
ニ
ア
・

マ
サ
イ
族
か
ら
学
ぶ
こ
と
〜

▽
定
員
／
40
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
め
切
り
日
／
２
月
23
日
（
火
）

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
か
り

ん
会
館
内
、
水
曜
日
は
休
館
）

　

薀
０
８
７
７
（
７
５
）
０
２
０
０

星
に
自
治
体
の
名
前
が
付
い
た
の
は
県
内
初 

放送大学・4月入学生を募集中 放送大学・4月入学生を募集中 
　放送大学は、テレビなどの放送を利用
し授業を行う通信制の大学です。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・自然科学など幅
広い分野を学べます。 
▽出願期限／2月28日（日）まで 
【問い合わせ先】 
　放送大学香川学習センター 
　※資料を無料進呈中！ 
　　�087(837)9877
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貯
筋
講
座
� 

講
師
／
四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

　
　
　
片
山
昭
彦
　
准
教
授 

貯
筋
講
座
・
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

歩
く
時
に
「
す
り
足
」
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
脚
を
上
げ
る
高
さ
が
低
く
な
り
、
歩

幅
が
狭
く
な
る
と
そ
う
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

脚
筋
力
の
低
下
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に

関
係
し
て
い
る
筋
肉
が
「
大
腰
筋
」
で
す
。

こ
の
筋
肉
は
、
腰
の
内
部
に
あ
り
、
背
中
の

骨
（
脊
椎
）
と
大
腿
部
の
骨
（
大
腿
骨
）
を

つ
な
い
で
い
ま
す
。
私
た
ち
が
、
立
っ
た
姿

勢
を
維
持
し
た
り
、
大
腿
部
を
前
方
に
上
げ

歩
行
や
走
行
が
で
き
た
り
す
る
の
は
、
こ
の

大
腰
筋
の
お
か
げ
で
す
。

　

す
り
足
に
な
る
と
、
ほ
ん
の
少
し
の
段
差

で
転
倒
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

転
倒
に
よ
る
大
腿
骨
な
ど
の
骨
折
は
、
長
期

間
の
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
そ

れ
に
よ
り
筋
力
が
低
下
し
、
け
が
の
完
治
後

も
歩
行
が
困
難
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

筋
力
の
低
下
が
筋
力
の
低
下
を
呼
び
込
む
悪

循
環
は
、
避
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
「
な

が
ら
筋
ト
レ
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
家
事
を
し
な
が
ら
、

電
話
を
か
け
な
が
ら
な
ど
あ
る
こ
と
を
し
な

が
ら
行
う
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
毎
月
紹
介
し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
、「
な
が
ら
筋
ト
レ
」
に
最
適
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
、
そ
れ
を
習
慣
に
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
、
最
初
か
ら
義
務
化
せ
ず
に
、

気
楽
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と

や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
時
が
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

今
月
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
大
腰
筋
」
を
鍛
え
る

① 

立
っ
た
姿
勢
で
、
手
の
ひ
ら
を
下
に
し
、

へ
そ
の
高
さ
で
両
手
を
組
み
ま
す
。
こ
の

と
き
、
背
筋
を
ま
っ
す
ぐ
に
保
ち
、
脚
は

肩
幅
に
開
き
、
安
定
性
を
保
ち
ま
す
。

② 

手
の
ひ
ら
に
向
け
て
、
ひ
ざ
を
当
て
る
よ

う
に
、
太
も
も
を
持
ち
上
げ
ま
す
。
太
も

も
を
上
げ
る
高
さ
（
手
の
ひ
ら
の
高
さ
）
は
、

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
こ
で
の
注
意
点
は
、
こ
の
動
作

の
際
に
上
体
が
前
傾
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
と
、
片
足
で
立
っ
た
と
き
に
姿
勢
が

崩
れ
る
場
合
は
、
手
を
組
む
の
を
や
め
、

い
す
の
背
も
た
れ
な
ど
を
持
ち
、
片
足
立

ち
で
も
し
っ
か
り
と
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

③
左
右
交
互
に
10
〜
20
回
程
度
行
い
ま
す
。

会
員
に
な
っ
て
「
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教

室
」
に
参
加
し
よ
う

▽
対
象
者
／
「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

の
会
員
と
そ
の
家
族
の
方
▽
日
時
／
２
月

17
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
▽
会
場

／
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
の
調
理

実
習
室
▽
内
容
／
め
ん
の
代
わ
り
に
糸
こ
ん

に
ゃ
く
を
使
用
し
た
「
糸
こ
ん
に
ゃ
く
ラ
ー

メ
ン
」
を
み
ん
な
で
作
り
ま
す
。
通
常
の
ラ
ー

メ
ン
（
約
９
０
０
カ
ロ
リ
ー
）
に
比
べ
低
カ

ロ
リ
ー
な
ラ
ー
メ
ン
（
約
２
０
０
カ
ロ
リ
ー
）

で
す
。
▽
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

※
当
日
集
金
▽
申
込
締
め
切
り
日
／
２
月
15

日
（
月
）
▽
そ
の
他
／
エ
プ
ロ
ン
持
参

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
生
き
が
い
ル
ー
ム
（
満
濃
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

薀
（
７
３
）
２
７
０
６

「
な
が
ら
筋
ト
レ
」
を
生
活
の
習
慣
に

測定データ（当初測定日から約7カ月後）
Aさん（女性、50歳代） Ｂさん（男性、30歳代）

身長 157.0㎝ 171.7㎝

体重 50.40㎏（－1.10㎏） 70.20㎏（－7.05㎏）

体脂肪率 28.1％（＋0.9％） 18.7％（－3.5％）

脂肪量 14.15㎏（＋0.10㎏） 13.15㎏（－4.00㎏）

筋肉量 34.25㎏（－1.15㎏） 54.10㎏（－2.90㎏）

BMI ※1 20.4（－0.5） 23.8（－2.48）

基礎代謝量 1,038kcal（－33kcal） 1,584kcal（－103kcal）

※１ 　肥満判定の一つの指標。体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）で算出。BMI
が22のときに疾患発症の危険性が最小になるといわれています。

※　かっこ内の値は、当初測定した数値と比較しての増減。

メタボ予防に効果的な運動教室 

「かんたんフィットネス」 
会員募集中 

※当施設はリハビリ施設ではありません。 

　まずは、運動教室
の見学・体験を。そ
の際には、運動がで
きる服装や運動靴、
タオル、飲み物など
をご持参ください。
専属インストラクタ
ーが「かんたんフィ
ットネス」の概要を
説明し、体験していただきます。 
▽対象者／医師に運動を止められている
方や、問診により運動に適さないと判断さ
れた方以外ならどなたでも可能。※病院な
どで治療中の方や、リハビリ中の方は利用
不可。▽営業時間／平日午前9時～午後8時
※土日、祝日は休み▽会費／月額1250円（税
込み） 
【問い合わせ先】 
健康生きがいルーム（満濃農村環境改善セ
ンター2階）　�（73）2706
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道

　

今
回
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
の
調
理

実
習
で
行
っ
た
「
肥
満
（
生
活
習
慣
病
）
が

気
に
な
る
人
の
食
事
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。

肥
満
症
予
防
の
食
事
と
は

　

肥
満
症
予
防
の
た
め
に
、
守
っ
て
ほ
し
い

原
則
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
項
が
あ
り
ま
す
。

■
過
食
を
せ
ず
に
腹
八
分
目
を
守
る
こ
と
。

■ 

脂
質
を
全
く
取
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
脂

質
や
た
ん
ぱ
く
質
、
糖
質
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
必
要
量
を
確
保
す
る
こ
と
。

■ 

脂
肪
を
燃
焼
す
る
た
め
に
必
要
な
、
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
（
エ
ー
ス
）
や
Ｂ
群
な

ど
の
各
種
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
十
分

に
確
保
す
る
こ
と
。

■ 

空
腹
感
の
緩
和
や
便
秘
予
防
、
そ
し
ゃ
く

回
数
の
増
加
に
よ
る
満
足
感
を
得
る
た
め

に
も
食
物
繊
維
を
十
分
に
取
る
こ
と
。

■ 

体
に
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
に
く
い

朝
食
や
昼
食
に
重
点
を
置
き
、
夜
型
の
食

事
に
し
な
い
こ
と
。

■ 

１
日
の
食
事
回
数
が
減
る
と
、
ど
か
食
い

や
ま
と
め
食
い
な
ど
で
太
り
や
す
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
欠
食

は
し
な
い
こ
と
。

■ 

食
後
は
す
ぐ
に
片
付
け
、
食
べ
物
は
見
え

な
い
と
こ
ろ
に
保
存
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
す
べ
て
実
践
す
る
の
が
難
し
い

の
で
あ
れ
ば
、
ど
れ
か
一
つ
か
ら
で
も
い
い

の
で
守
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

調
理
実
習
の
メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に
す

る
と

　

調
理
実
習
は
、
次
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

　

主
食
・
主
菜
／
野
菜
た
っ
ぷ
り
シ
ー
フ
ー

ド
カ
レ
ー
▽
副
菜
／
ト
マ
ト
と
キ
ノ
コ
の
マ

リ
ネ
サ
ラ
ダ
▽
デ
ザ
ー
ト
／
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

入
り
わ
ら
び
も
ち
の
小
豆
あ
ん
か
け
。

ち
ょ
っ
と
し
た
一
工
夫
を
惜
し
ま
な

い
こ
と
が
予
防
の
第
一
歩

　

皆
さ
ん
の
大
好
き
な
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
す

が
、
肥
満
が
気
に
な
る
方
に
は
要
注
意
で
す
。

一
般
的
な
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
の
場
合
、
何
と
約

８
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
も
あ
る
の
で
す
。
こ
れ

に
比
べ
、
今
回
の
カ
レ
ー
な
ら
４
５
０
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
に
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
販
の
カ
レ
ー
の
ル
ー
は
脂
肪
分
が
多
い

の
で
肥
満
症
予
防
の
食
事
に
は
向
い
て
い
ま

せ
ん
。
市
販
の
ル
ー
は
半
量
に
抑
え
、
残
り

は
カ
レ
ー
粉
に
換
え
る
こ
と
で
カ
ロ
リ
ー
を

落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

に
よ
り
カ
レ
ー
の
と
ろ
み
は
薄
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
、材
料
の
野
菜
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

玉
ネ
ギ
）
は
す
り
下
ろ
し
て
煮
込
む
こ
と
で
、

コ
ク
や
と
ろ
み
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

サ
ラ
ダ
は
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
た
キ
ノ

コ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
う
ま
味
の
詰
ま
っ

た
エ
キ
ス
も
逃
す
こ
と
な
く
マ
リ
ネ
液
と
併

せ
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ
ノ
コ
は
普

段
の
食
事
で
は
不
足
し
が
ち
な
食
物
繊
維
も

豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
吸
収
を
妨
げ
、
体
外
に
排

出
す
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

は
ぴ
っ
た
り
の
食
材
で
す
。

　

甘
い
物
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
に
は
絶
対
に
食

べ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
甘
い
物
は
「
心
の
栄
養
」
に
な
り
ま
す
。

我
慢
の
し
過
ぎ
で
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
が
続
か
な
い
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
取
る
の
で
あ
れ
ば
80
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

程
度
の
も
の
と
し
、
果
物
や
３
食
の
食
事
で

は
取
り
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
乳
製
品
な
ど

を
取
る
よ
う
に
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

食
事
記
録
を
付
け
て
、
自
分
の
食
生

活
を
振
り
返
ろ
う

　

自
分
で
は
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

な
い
と
思
っ
て
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
食
べ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
日
々

の
食
事
記
録
を
付
け
て
み
る
こ
と
で
、
食
べ

過
ぎ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
記
録
を

す
る
こ
と
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
得
ら

れ
た
り
し
ま
す
。
一
口
の
つ
ま
み
食
い
が
将

来
の
肥
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
に

注
意
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

｜
 

私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の
手
で ｜

中讃テレビ「食育工房」
　今月の出演者は、まんのう町食生活改善
推進協議会会長の大塚滝子さん＝写真右＝
と特別ゲストの東條仁さん＝写真中央。

　テレビで紹介された料理レシピ（全品）
は、町ホームページや、健康増進課、各支
所の窓口で手に入ります。

絶賛放送中 
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ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
へ
の
道 

食改の 
食育だより 
食改の 

食育だより 
食改の 
食育だより 

運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

チーズ 

エビとホウレンソウの中華いため エビとホウレンソウの中華いため 

ビタミンたっぷりの野菜を食べて 
栄養バランスの取れた朝食にしよう。 

菜めし、エビとホウレンソウの中華いため、 
ブロッコリーとチーズのサラダ、ゴロゴロ野菜のみそ汁、みかん 

菜めし 

サ
ラ
ダ 

中華いため 

み
そ
汁 

みかん 

エビの殻と尾を取り、背に切り目を入れ、 
背わたを取る。 

ホウレンソウは4cmに切る。 
しめじは石づきを取り、小房に分ける。 

卵液にマヨネーズを加え、フライパンで加熱し、 
半熟状態で取り出す。 

同じフライパンに油をひき、①②の材料をいため味付けをする。 
全体に火が通ったら③を戻し入れて混ぜる。 

4cm

最後に③を 
加える。 

中華いため 
の野菜 

●エネルギー 86kcal ●タンパク質 8.8ｇ ●脂質 4.6ｇ ●食物繊維 2.0ｇ ●食塩 0.8ｇ 

※メニューをコマにあてはめると 

作り方 

●エビ 8尾　●ホウレンソウ 240g　●しめじ 40g　●卵 2個　 
●マヨネーズ 小さじ1と1/2　●中華スープの素 小さじ2　●油 小さじ1

600kcal台の栄養バランスメニュー 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

材料（4人分） 

1

4

2

3

　

仲
南
地
区
母
子
愛
育
会
（
安
西
朱
実
会
長
）

で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
育
児
サ
ー
ク
ル
「
た
け
の
こ
」

の
自
主
運
営
で
す
。
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時

〜
午
前
11
時
30
分
に
仲
南
支
所
２
階
で
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
回
13
組
ほ
ど
の
親
子
が
参
加

し
、
年
間
で
延
べ
約
８
４
０
人
に
な
り
ま
す
。

　

育
児
サ
ー
ク
ル
で
は
、
遠
足
や
七
夕
ま
つ

り
、
月
見
茶
会
、
ミ
ニ
運
動
会
、
鏡
開
き
、

節
分
ま
つ
り
、
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
季
節
に
合

わ
せ
た
催
し
物
だ
け
で
な
く
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
＝
写
真
＝
や
リ
ズ
ム
体
操
、
子
ど
も

の
お
や
つ
・
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
毎
週
何
ら

か
の
テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
育
会
で
は
、

育
児
サ
ー
ク
ル

の
参
加
者
に
感

想
を
聞
い
て
今

後
の
活
動
の
参

考
に
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
て

い
る
母
親
た
ち

か
ら
の
「
保
育

所
に
入
る
前
に
、

同
じ
く
ら
い
の
年
の
子
と
知
り
合
え
て
い
い
」

「
子
ど
も
も
同
世
代
の
子
と
遊
べ
る
し
、
私
た

ち
母
親
も
悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
る
場
が
あ

る
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
」
な
ど

の
声
を
聞
く
と
、
毎
回
の
行
事
内
容
よ
り
も

大
切
な
も
の
が
こ
の
育
児
サ
ー
ク
ル
に
は
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
仲
南
地
区
内
で
の
人
と
の
つ
な

が
り
の
場
と
し
て
の
役
割
で
す
。
少
子
化
の

影
響
も
あ
り
、「
育
児
サ
ー
ク
ル
に
来
る
ま
で

は
、
息
子
は
同
年
代
の
子
ど
も
と
触
れ
合
う

機
会
が
な
く
、
私
と
１
日
中
べ
っ
た
り
の
毎

日
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
母
親
が
い
る
よ
う

に
、
新
米
の
母
親
と
子
ど
も
は
ど
う
し
て
も

地
域
社
会
の
中
で
孤
立
し
が
ち
で
す
。
そ
ん

な
中
、
こ
の
育
児
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
こ
と
で
、

地
区
内
の
母
親
も
子
ど
も
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
、
友
達
づ
く
り
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、

愛
育
会
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ

の
活
動
を
続
け
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た

よ
う
で
す
。

基
礎
デ
ー
タ

▽
結
成
年
月
日
／
昭
和
47
年
４
月
１
日
▽
愛

育
班
員
数
／
51
人
▽
会
員
数
／
１
０
５
７
人

愛
育
だ
よ
り
・
食
育
だ
よ
り

愛
育
だ
よ
り
③ 

―
仲
南
地
区
母
子
愛
育
会
編
― 
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47

上
井
の
庵
 

う

わ

い

　
　
　
あ
ん 

　

外
国
人
が
日
本
で
生
活
す
る
上
で
、

言
葉
の
面
で
の
生
活
支
援
は
大
き
な
助

け
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
約
1
年
前
、
日
本
人
男
性
と

の
結
婚
を
機
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
日

し
、
今
月
出
産
を
控
え
て
い
ま
す
。
異

国
の
地
で
出
産
す
る
の
に
加
え
、
日
本

語
が
ま
だ
十
分
で
な
い
私
に
と
っ
て
自

分
が
理
解
で
き
る
言
語
で
支
援
さ
れ
る

こ
と
は
大
変
心
強
い
も
の
で
し
た
。

　

例
え
ば
、
日
本
語
と
外
国
語
が
一
緒

に
書
か
れ
て
い
る
、
母
子
健
康
手
帳
や

出
産
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
手
帳
に
つ
い
て
は
、
英

語
と
日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
し

た
。
中
身
は
日
本
語
版
と
同
じ
で
、
妊

娠
中
の
経
過
や
出
産
の
状
態
を
記
録
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
中
の
生
活
や

育
児
を
す
る
上
で
気
を
付
け
て
お
く
こ

と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
方
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
タ
ガ
ロ
グ
語
と
日
本

語
で
書
か
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
こ
に

は
出
産
に
関
係
す
る
言
葉
の
説
明
や
授

乳
、
産
後
の
生
活
、
予
防
接
種
な
ど
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
自
分
が
理
解
で
き
る
言
葉
で
書
か
れ

て
い
た
の
で
、
出
産
に
関
す
る
情
報
源

と
し
て
と
て
も
役
立
つ
も
の
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
私
の
担
当
医
が
英
語
を
話

せ
る
人
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
お
か
げ
で

子
ど
も
が
逆
子
だ
と
分
か
っ
た
と
き
、

今
の
胎
児
の
状
態
や
逆
子
を
治
す
た
め

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
帝
王
切
開
に
つ
い

て
英
語
で
説
明
を
受
け
、
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
私
の
場

合
は
、
英
語
が
堪
能
な
産
婦
人
科
医
に

担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
誰
も
が
い
つ
も
そ
う
な
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
も
し
私
と
医
師
と
の
間
に

共
通
の
言
葉
が
な
け
れ
ば
、
医
療
機
関

で
活
躍
す
る
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
を
考
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
で
さ
え
外
国
で
初
め
て
の
妊

娠
・
出
産
を
経
験
す
る
こ
と
に
大
き
な

不
安
を
感
じ
て
い
た
中
、
特
に
医
療
の

よ
う
な
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
使
わ
な

い
単
語
が
多
い
分
野
で
は
、
こ
の
よ
う

な
外
国
人
に
対
す
る
言
語
支
援
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
も
の
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
日
本
に
暮
ら
し
て
い
る
以

上
は
、
日
本
語
の
習
得
は
必
要
で
す
が
、

医
療
分
野
に
限
ら
ず
言
語
支
援
が
さ
ら

に
広
が
れ
ば
、
外
国
人
は
日
本
社
会
に
ス

ム
ー
ズ
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

（
三
豊
市　

藤
田
ジ
ョ
セ
リ
ン
）

外
国
人
に
生
活
の
安
心
を
提
供
で
き
る
多
言
語
対
応
社
会
へ

　

今
、
琴
南
ふ
る
さ
と
資
料
館
で
、「
悠
久
の

昔
か
ら
人
々
を
見
守
っ
て
き
た
仏
た
ち̶
琴
南

の
庵
と
お
堂
」
展
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
展
示
で
は
、
琴
南
地
区
の
二
十
二
の
庵
と

お
堂
を
、
写
真
と
解
説
文
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
町
指
定
有
形
文
化
財

の
「
四
つ
足
茶
堂
」
や
洞
窟
に
祀
ら
れ
た
「
穴

薬
師
堂
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
思

い
立
っ
て
、わ
が
家
に
最
も
近
い
「
上
井
の
庵
」

＝
左
写
真
＝
に
、
初
め
て
立
ち
寄
っ
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
庵
は
、

山
沿
い
の
農

道
に
面
し
た

こ
ん
も
り
し

た
木
々
の
中

に
静
か
に
た

た
ず
ん
で
い

ま
し
た
。
世

俗
を
離
れ
た
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
眺
め
て

い
る
と
、
地
域
の
人
々
と
こ
の
庵
の
深
い
か

か
わ
り
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

展
覧
会
の
解
説
な
ど
に
よ
る
と
、
一
間
四

方
位
の
木
造
の
お
堂
は
、
地
域
の
人
々
の
寄

進
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
日
に

再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
お
堂
の
中
に
は
三
つ

の
石
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
横

の
壁
に
は
と
て
も
大
き
な
数
珠
＝
右
写
真
＝

と
千
羽
鶴
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

大
数
珠
に
は
、
長
い
間
人
の
手
が
触
れ
た
形

跡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
数
珠
に
残
る
手
の
こ

す
れ
跡
を
見
な
が
ら
、
昔
は
地
域
の
人
々
が

講
を
開
き
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
み
ん
な
で

数
珠
を
繰
っ
た
で
あ
ろ
う
様
子
が
し
の
ば
れ

ま
す
。

　

こ
の
庵
の
位
置
す
る
上
井
は
、
造
田
上
内

田
の
東
南
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
は
室
町

時
代
か
そ
れ
以
前
か
ら
開
け
て
い
て
、
土
器

川
の
氾
濫
に
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

小
さ
な
池
を
築
き
水
田
を
開
い
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
の
山
は
、

高
松
藩
唯
一
の
人
工
植
林
に
よ
る
「
御
林
」

で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

な
お
、「
琴
南
の
庵
と
お
堂
」
展
は
、
毎
週

土
曜
日
と
日
曜
日
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
文
責　

造
田　

森
本
直
樹
）

ふ
る
さ
と
探
訪
・
多
文
化
共
生
へ
の
扉
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36
シ
リ
ー
ズ
 

「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問
題
（8）
」
 

お
葬
式
の
塩

習
慣
と
人
権

　

葬
儀
に
参
列
す
る
と
「
会
葬
御
礼
」
と

書
か
れ
た
も
の
が
渡
さ
れ
ま
す
。
中
に
塩

が
入
っ
た
「
清
め
の
塩
」
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
れ
何
？
」
と
問
う
若
い
人
も
い
ま
す
が
、

葬
儀
か
ら
帰
宅
す
る
と
塩
で
体
を
「
清
め

（
け
が
れ
払
い
）」
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
習
慣

と
な
っ
て
い
る
た
め
に
無
意
識
に
行
っ
て

お
り
、
い
わ
れ
を
知
ら
な
い
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
汚
れ
た

存
在
で
し
ょ
う
か
。
宗
教
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
故
人
は
仏
教
で
は
「
仏
様
」、

キ
リ
ス
ト
教
な
ど
で
は
「
神
様
」
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
事
は
故
人
の
尊
厳
を
丁

重
に
扱
う
荘
厳
な
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

納
棺
師
が
主
人
公
の
映
画
「
お
く
り
び
と
」

が
感
動
を
呼
び
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。

　
「
差
別
に
つ
な
が
る
」
と
、「
清
め
の
塩
」

を
や
め
る
葬
儀
社
も
あ
り
ま
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

津
軽
三
味
線
同
好
会
・
会
員
募
集
中

▽
日
時
／
毎
月
２
回
・
日
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

▽
会
場
／
長
尾
会
館

▽
講
師
／
津
軽
三
味
線
渡
辺
会
・
渡
辺
淑
郎
（
よ
し
ろ
う
）
先
生

▽
会
費
／
月
額
２
０
０
０
円

　

※
三
味
線
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
１
回
５
０
０
円
で
レ
ン
タ
ル
可
能
。

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

長
尾
会
館
薀
（
７
９
）
２
０
２
１

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

　

友
だ
ち
同
士
の
け
ん
か
で
、「
死
ね
」

と
か
「
殺
す
ぞ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。
ぼ
く
も
、
け
ん
か

を
し
た
と
き
に
、相
手
に
腹
が
立
っ
て
、

思
わ
ず
、
勢
い
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
本
当
は
言
っ
て
は
い
け
な

い
言
葉
だ
と
分
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
・
・
・
。
そ
の
と
き
は
、
本
当
に
後

か
い
し
た
。

　

言
っ
て
は
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
言
っ
て
し
ま
う
の
か
考

え
て
み
た
。
そ
れ
は
、
自
分
の
こ
と
だ

け
を
考
え
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
い
な
い
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
自
分
が
言
わ
れ
た
側
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
ら
れ
れ
ば
、
き
っ
と
言

わ
な
い
と
思
う
。

　

だ
か
ら
、「
深
く
考
え
な
い
で
言
っ
た

こ
と
や
軽
い
気
持
ち
で
言
っ
た
こ
と
が
、

相
手
を
と
て
も
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
て
か
ら
、

話
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

　

ぼ
く
も
、
こ
れ
か
ら
は
、
相
手
の
気

持
ち
を
も
っ
と
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

う
れ
し
い
こ
と
ば　

か
な
し
い
こ
と
ば

　

昼
休
み
に
わ
た
し
が
、
ど
こ
で
だ

れ
と
あ
そ
ぼ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
時

に
、
か
れ
ん
ち
ゃ
ん
と
あ
み
ち
ゃ
ん
と

か
な
ち
ゃ
ん
が
、

「
春
歌
ち
ゃ
ん
、何
し
よ
ん
。
い
っ
し
ょ

に
な
わ
と
び
し
よ
う
。」

と
よ
ん
で
く
れ
て
、
い
っ
し
ょ
に
な
わ

と
び
を
し
ま
し
た
。
な
わ
と
び
も
楽
し

か
っ
た
し
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と

が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

は
ん
た
い
に
、
わ
た
し
は
、
ろ
う
か

を
歩
い
て
い
た
だ
け
な
の
に
、男
の
子
が
、

「
ボ
ケ
」「
ア
ホ
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
わ
た
し
に

向
か
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
と
て
も
か
な
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
み
ん
な
が
か
な
し
く
な

る
よ
う
な
「
ト
ゲ
ト
ゲ
こ
と
ば
」
は
つ

か
わ
な
い
で
、
友
だ
ち
み
ん
な
が
う
れ

し
い
気
も
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
、
一
人

ぼ
っ
ち
の
子
を
さ
そ
っ
て
あ
げ
た
り
、

や
さ
し
く
声
を
か
け
て
あ
げ
た
り
し
た

い
で
す
。

人
権
コ
ラ
ム
・
会
館
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

仲南小学校
5年

林　優成

仲南小学校
2年

大西　春歌
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◆内容／地域防災の専門家による住
まいの耐震対策のポイント解説◆定
員／ 200人（申し込み先着順）◆申し
込み方法／電話
【申し込み先／問い合わせ先】
香川県土木部住宅課住環境整備グ

ループ　薀087（832）3584

◆川奥そば打ち道場
　高冷地の清涼な環境で収穫された

そばを材料に、地元農家がそば打ち

体験をお手伝いします。未経験者の

方も大歓迎です。

◆とき／ 2月21日（日）、23日（火）、
3月7日（日）、21日（日）、4月4日（日）、

6日（火）◆時間／（午前の部）午前9
時開始、（午後の部）午後1時開始◆
会場／川奥集会場（まんのう町川東
2748－6）◆料金／一人1回1800円（会
場使用料、指導料、材料費）◆定員
／各回10人

【申し込み先／問い合わせ先】
まんのう町琴南支所事業推進担当

　薀0877（85）0102

　FAX0877（85）2077

◆ 第7回園芸講習会「松の冬期
剪定」（無料）

◆日時／ 2月21日（日）狢午前9時30
分～正午、狠午後1時30分～午後4

時◆会場／坂出緩衝緑地管理事務所
（番の洲公園内番の洲プール西隣）◆
定員／狢、狠それぞれ20人◆講師／
末澤正義さん（日本樹木医会香川県

支部、樹木医）◆内容／剪定に適期
な松の剪定方法や防除方法、ガーデ

ニング、緑化相談など◆申し込み方
法／郵送、ファクシミリまたは電子
メール。住所・氏名・年齢・性別・

電話番号・狢狠いずれかの希望・質

問事項を明記のこと。※電話は不可。

◆申込締め切り日／ 2月13日（土）
【申し込み先／問い合わせ先】
坂出緩衝緑地管理事務所

　薀0877（45）6820

　FAX0877（43）5213

　電子メール kansyouryokuti@rhy

thm.ocn.ne.jp

〒762－0063　坂出市番の洲公園5番地

◆ 平成22年度かがわ長寿大
学受講生

◆受講資格／香川県在住で満60歳

（平成22年4月1日現在）以上の方かつ

過去にかがわ長寿大学を受講したこ

とのない方（かがわ長寿大学地域セ

ミナーのみを受講したことのある方

については、受講資格あり。）◆募集
人員／ 190人※申し込み多数の場合
は、第3者による公開抽選により受

講生を決定。◆募集期間／ 2月1日
（月）～2月28日（日）当日消印有効◆
開講日時／平成22年4月～平成24年
3月（2年制）、年間26日間・1時限90

分・1日2時限（第1時限：午前10時～

午前11時30分、第2時限：午後1時～

午後2時30分）※1年生は原則として

月曜日、2年生は原則として火曜日

に開講。◆会場／香川県社会福祉総
合センター 7階大会議室（高松市番

町一丁目10番35号）◆受講料／ 1年
間につき2万円◆申し込み方法／往
復はがきに、住所・氏名（ふりがな）・

生年月日・年齢・性別・電話番号・

「かがわ長寿大学受講希望」と書き、

下記の申し込み先へ送付してくださ

い。なお、一人につき1枚です。

【申し込み先／問い合わせ先】
財団法人かがわ健康福祉機構

長寿社会部　薀087（863）0222

〒760－0017

高松市番町一丁目10番35号

◆ 平成22年度香川県立高等
学校「通信制課程生徒」

◆修業年限／ 3年修業コース（丸亀
高等学校）、4年修業コース（丸亀高

等学校、高松高等学校）◆出願資格
／中学校またはこれに準ずる学校を

卒業した者◆出願受付期間／ 3月1
日（月）～3月19日（金）※土日も受付

を行います。ただし、3月5、8、9、

10、14日は除きます。◆出願受付時
間／午前9時～午後4時30分※3月19
日は午後1時まで。◆入学選考料／
480円◆作文・面接試験日／個別に
通知◆試験会場／出願した高等学校
◆年間受講料／ 1科目につき730円
（平成21年度入学生。平成22年度入

学生は未定。）、その他教科書代など

が必要。

【問い合わせ先】
香川県立丸亀高等学校通信制課程

　薀0877（23）6003

香川県立高松高等学校通信制課程

　薀087（831）7244
※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

情
報
ひ
ろ
ば

12月届け出分

12月届け出分

 死亡者名 死亡月日 年齢 地区

 氏　名 誕生月日 保護者名 地区

  11.24 盛 四條

  11.29 賢悟 吉野下

  12. 4 直紀 七箇

  12. 7 吉弘 四條

  12. 7 隆幸 造田

  12. 8 正富 造田

  12.11 大幸 東高篠

  12.11 剛 岸上

  12.12 康治 炭所東

  12.19 正平 宮田

  12.22 佳一 買田

  11.30 77 吉野下

  12. 1 94 新目

  12. 7 88 吉野

  12. 8 88 岸上

  12. 9 95 後山

  12. 9 80 中通

  12.14 77 造田

  12.17 100 吉野下

  12.18 95 岸上

  12.24 87 帆山

  12.25 80 生間

  12.26 90 七箇

  12.28 64 吉野

  12.29 90 川東

  12.31 89 吉野下

  12.31 96 長尾

  12.31 84 長尾

募　　集

奈
な

良
ら

行
ゆき

雄
お

西
にし

原
はら

保
やす

江
え

小
こ

山
やま

正
まさ

義
よし

本
ほん

田
だ

美
み

惠
え

子
こ

香
か

川
がわ

照
てる

美
み

澤
さわ

田
だ

光
みつ

雄
お

林
はやし

　チヨヱ

岡
おか

田
だ

義
よし

輝
てる

岩
いわ

嶋
しま

ヨシヱ

鈴
すず

木
き

政
まさ

一
いち

兼
かね

近
ちか

　 弘
ひろむ

草
くさ

薙
なぎ

シズヱ

齋
さい

藤
とう

文
ふみ

子
こ

木
き

田
だ

トヨノ

杉
すぎ

上
うえ

一
いち

郎
ろう

闍
たか

尾
お

フサヱ

寺
てら

嶋
じま

　 質
ただし

三
み

上
かみ

紗
さ

弥
や

寺
てら

嶋
じま

獅
し

凰
おう

竹
たけ

下
した

太
たい

基
き

岩
いわ

本
もと

莉
り

一
ひと

藤
ふじ

本
もと

る な

宮
みや

地
じ

佑
ゆ

紀
き

福
ふく

岡
おか

美
み

紅
く

べっ しょ

柑
かん

奈
な

闍
たか

橋
はし

愛
あい

紗
さ

谷
たに

井
い

龍
りゅう

聖
せい

香
か

川
がわ

誠
まさ

翔
と
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　平成22年4月1日から町の祭壇を使

用する際には、町の委託業者がその

運搬・組み立て・撤去を行います。

　使用料金（町内居住者の場合）は、

祭壇の使用料・運搬代・組み立て代・

撤去代すべてを含め1万2000円です。

　ひつぎなどの料金はこれまでと同

様の1万5000円（ひつぎ代8500円、そ

の他用品代6500円）で、祭壇使用料

とひつぎなどの購入代金を合わせる

と2万7000円になります。

【問い合わせ先】
まんのう町住民生活課

　薀0877（73）0101

　「まんのう町次世代育成支援行動

計画（後期計画）案」について、「まん

のう町パブリック・コメント手続要

綱」に基づき、皆さまからのご意見

を次のとおり募集します。

◆資料入手方法／役場本庁、各支
所および美合出張所で閲覧可能。町

ホームページからもダウンロード

可。◆募集期間／ 2月15日（月）～3
月8日（月）※郵送の場合は、同日必

着。◆意見提出方法／「まんのう
町パブリックコメント意見提出用

紙」にご記入の上、次の方法により

ご提出ください。①福祉保険課への

書面の持参②郵送（〒766－0022まん

のう町吉野下430番地）③ファクシミ

リ：0877・73・0111④電子メール：

fukusi@town.manno.lg.jp

※電話による受付はいたしません。

【問い合わせ先】
まんのう町福祉保険課

　薀0877（73）0124

　今回は、春申請者分の受付です。

免税チケットは、4月1日から使用可

能です。

◆日時／ 2月4日（木）、5日（金）両日
とも午前9時～午後4時※この日以降

は、香川県県税事務所（高松市松島

町一丁目17番28号薀087・806・0317）

で申請を。◆会場／まんのう町役場
本庁（3階第2会議室）、琴南支所、仲

南支所◆持参物／【継続・更新の場
合】印鑑、耕作証明書、使用簿、領

収書、農業機械の納品書または購

入証明書（農業機械に変更があった

ときのみ）※更新の場合は別途、県

収入証紙代400円が必要。【新規の場

合】印鑑、耕作証明書、県収入証紙

代400円、農業機械の納品書または

購入証明書※耕作証明書発行の申請

は、町産業経済課、琴南支所、仲南

支所でできます。

【問い合わせ先】
まんのう町産業経済課

　薀0877（73）0105

琴南支所　薀0877（85）0102

仲南支所　薀0877（77）2114

　まんのう町では、父または母の死

亡により遺児となった児童の保護者

に対し、遺児一人につき年間1万円

の年金を支給しています。

　要件に該当する方は、年金を受給

できます。年金の受給を希望される

方は、町福祉保険課に申請してくだ

さい。

◆支給要件／①保護者と児童が共に
まんのう町に住所を有すること②児

童は義務教育終了までであること③

児童の父または母が再婚していない

こと◆持参物／住民票謄本、印鑑（認
め印で可）、保護者名義の預金通帳

【問い合わせ先】
まんのう町福祉保険課

　薀0877（73）0124

　平成22年1月初旬から平成22年5月

初旬（予定）までの間、長炭駐在所の

建て替え工事が行われています。改

築の期間中、長炭駐在所員は、旧長

炭公民館（香川県農協長炭支店の西

隣）の一室を立ち寄り所として運用

しています。

【連絡先など】
◆駐在所への連絡は
　琴平警察署　薀0877（75）0110

◆事件・事故の緊急通報は
　110番へ

◆警察安全相談は　＃9110へ

　検察審査会制度は、交通事故など

犯罪の被害に遭ったのに、検察官が

被疑者（犯人と思われる人）を裁判に

掛けなかったこと（不起訴処分）の善

しあしを、国民の中からくじで選ば

れた11人の検察審査員が審査する制

度です。

　この制度は、国民の一般的な良識

を検察官の仕事に反映させ、より良

い刑事司法を実現するため、検察審

査会法により設けられています。

【問い合わせ先】
丸亀検察審査会事務局（高松地方裁

判所丸亀支部内）

　薀0877（23）5281

◆ 第四級アマチュア無線技士
養成課程講習会

◆とき／ 2月14日（日）、21日（日）◆
会場／岡田コミュニティセンター
（丸亀市綾歌町岡田下516－1）◆定員
／ 36人◆申込締め切り日／ 2月8日
（月）正午※定員に達し次第、締め切

り。◆受講料／ 22,750円◆申し込み
方法／郵送（〒763－0043丸亀市通町
45窪田誠一）または持参

【申し込み先／問い合わせ先】
京極ハムクラブ　窪田

　薀0877（22）4843

◆木造住宅耐震対策講座（無料）
◆日時／ 2月20日（土）午後1時30分
～午後4時◆会場／高松市生涯学習
センター・多目的ホール（高松市片

原町11－1）◆講師／鍵屋一さん（東
京いのちポータルサイト副理事長）

情
報
ひ
ろ
ば

町の祭壇を使用するときの
取り扱いと料金が変わります

遺児年金制度をご存じですか

催　し　物

農業用軽油免税証の
交付申請を受け付けます

検察審査会をご存じですか

皆さまからのご意見
をお待ちしています

長炭駐在所の建て替え
工事をしています
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家
族
で
見
た
り
、
参
加
し
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

対戦相手よりも丸太を高く積めるように、親子で協力する参加者ら

　第24回まんのう町かりんまつりが平成21年
10月25日、国営讃岐まんのう公園芝生広場で開
催されました。
　讃岐まんのう太鼓や讃岐かりん太鼓、光元東
上組獅子舞といった郷土芸能をはじめ、仮面ライ
ダーＷ（ダブル）ショーやヒップ・ホップ・ジャズ、
大正琴の調べ、リズム体操などが行われました。
　このほか、県内外から8組の親子が参加した丸
太積み大会もあり、トーナメント方式のもと、参
加者らは制限時間内に丸太を対戦相手よりもい
かに高く積み上げられるかを競いました。子ども
は丸太を親に手渡し、それを受け取った親は倒れ
ないように丸太を慎重に積み上げていました。

高齢になっても筋力トレーニングの効果はあることを説明する久野先生

　健康づくり講演会（丸亀市、善通寺市、多度津町、
まんのう町主催）が平成21年11月10日、丸亀市綾
歌総合文化会館（アイレックス）で開催されました。
　講師に、テレビ番組に多数出演している筑波大学
准教授の久野譜也（くの・しんや）先生を招き、科
学的根拠に基づく健康づくりについて話がありまし
た。自身の研究成果などを交えながら世間に流布し
ている健康常識が必ずしも正しいとは限らないこと
などを聴衆に訴え掛けていました。
　現在、メタボリックシンドロームの予防のために
町が行っている「かんたんフィットネス」のプログ
ラムは、久野先生の研究成果が反映されています。

一
人
一
人
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
社
会
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

漫
画
家
の
イ
ラ
ス
ト
を
町
商
品
券
に
採
用

左から平田会長、寺嶋さんの父邦光さん、栗田町長

　長尾出身で、野球漫画『ダイヤのＡ（エース）』
の著者である寺嶋裕二さんに平成21年11月16日、
町からは感謝状が、商品券の販売などを行う町商工
会（平田正數会長）からは、実際に販売された商品
券一式が贈られました。
　これは、昨年11、12月に販売されたプレミアム
付き商品券に寺嶋さんが描き下ろしのイラストを提
供してくれたことによるものです。
　寺嶋さんは「私自身が少年時代、野球に熱中し、
まんのう町の野山を駆け回った光景を思い描きまし
た。このイラストが、わが故郷まんのう町が元気ま
んまんの活気あふれる町に発展する一助に活用して
もらえば幸いです」とコメントを寄せてくれました。

観客が見守る中、フラフープをコーンに向かって投げる参加者

　軽スポーツ競技を行うことで、相互の親交と健
康生活の維持増進を図ろうと、第3回スポーツ大
会（町老人クラブ連合会仲南支部主催）が平成21
年11月７日、仲南小学校体育館で開催されました。
　この大会は、昨年10月に琴南地区で行われた老
人ふれあいスポーツ大会と同様、今回から琴南支
部や満濃支部からの参加もあり、総勢約290人と
なりました。
　「無理をせず、けがのないように」と和田昭三支
部長などのあいさつの後、赤・青・黄・白の4組
に分かれ、ボール運びやパン食い競争、玉入れな
どの競技が行われ、参加者らは自分のチームが優
勝するように、懸命に競技に取り組んでいました。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
に
も
燃
え
る
闘
志
に
満
ち
た
会
場

第24回まんのう町かりんまつり 健康づくり講演会

まんのう町長感謝状 第3回スポーツ大会

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス



の行事予定 の行事予定 の行事予定 

平成21年 町内の110番・119番 

スポーツの結果　（敬称略） 

2月 
テレフォンサービス　　 
�（73）4400（日・祝日のみ） 

休日当番医 

Event Schedule in February
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2
月
の
行
事
予
定
・
休
日
当
番
医
・
町
内
の
110
番
119
番
・
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

日 行　事　名 時　間 場　所

1（月）日 栄養相談（要予約／健康
増進課薀73‐0126）

役場本庁

3（水）日 行政相談 10:00～15:00 役場本庁

4（木）日

身体・知的障害者相談 9:30～11:30琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00吉野体育館

心配ごと相談 13:00～16:00満濃農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30仲南支所

10（水）日
心配ごと相談 9:00～12:00琴南農改センター

乳幼児健診 13:30～14:30琴南農改センター

16（火）日
栄養教室
（糖尿病合併症の予防と
改善／要予約／健康増
進課薀73‐0126）

9:30～12:30 満濃農改センター

17（水）日 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

18（木）日

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

人権相談 10:00～15:00 仲南支所

2歳児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

19（金）日 行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

25（木）日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

法律相談
（要予約／まんのう町社
協薀77‐2991）

13:00～16:00 満濃農改センター

出張職業相談
（ハローワーク丸亀
薀21‐8609）

13:30～15:30 役場本庁

日 科 医療機関名 電話番号

7日 内科 ふかだクリニック 73－2211

11日
内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

外科 たかお整形外科医院 75－1127

14日
内科 池田内科医院 73－2366

外科 松浦外科胃腸科医院 75－3211

21日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山田外科医院 73－5211

28日 内科 林医院 75－5125

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

区　分 12月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 48（ 36） 432（375）

人身（件） 21（ 19） 196（206）

死亡（件） 0（ 0） 2（ 5）

救急出動
火災（件） 2（ 2） 15（ 21）

救急（件） 92（100） 948（984）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

日 大会名 場　所 結　　果

12
月
26
日（
土
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

祓川河川敷
グラウンド
参加:75人

優　勝：田岡　博（岸上）

準優勝：末久　忠（吉野）

第３位：西山千代子（四條）
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満濃南小学校  3年  今井 美月 「友だち」 

満濃南小学校  1年  木村 百花 「きれいなしぜん」 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

温
か
い
ふ
れ
あ
い 

     

　
昨
年
も
五
年
生
は
百
百
の
家
に
訪
問

す
る
こ
と
に
な
り
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
そ
の
た
め
の
準
備
を
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
は
な
か
な
か
話
し
合
い
や
作
業

が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
何
度
も

話
し
合
い
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
ゲ
ー

ム
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
内
容
が
決
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。途
中
、作
業
が
思
う
よ
う
に
進

ま
な
か
っ
た
時
は
、五
年
生
は
や
れ
ば
で
き

る
ん
だ
と
い
う
強
い
気
持
ち
と
、待
っ
て
く

れ
て
い
る
百
百
の
家
の
人
た
ち
の
こ
と
を

頭
に
う
か
べ
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。そ
う
す
る
と
、お
年
寄
り
の
立

場
に
な
っ
て
内
容
を
工
夫
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。 

　
百
百
の
家
で
は
、準
備
し
て
き
た
こ
と

を
生
か
し
て
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は
手
が
不
自
由

だ
っ
た
り
言
っ
た
こ
と
が
聞
こ
え
に
く
か
っ

た
り
し
た
人
も
い
ま
し
た
。ゆ
っ
く
り
と

大
き
な
声
で
何
度
も
伝
え
る
こ
と
や
お

年
寄
り
の
方
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
こ
と

な
ど
も
自
然
に
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
と
あ

く
手
を
し
ま
し
た
が
、そ
の
手
の
温
か
さ

は「
あ
り
が
と
う
。」と
言
っ
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

百
百
の
家
を
訪
問
し
て 

     

　
四
条
小
学
校
の
五
年
生
は
毎
年
デ
イ

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス「
百
百
の
家
」を
訪
問
し
て

い
ま
す
。昨
年
も
十
二
月
七
日
、百
百
の

家
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
当
日
、百
百
の
家
に
着
く
と
多
く
の
お

じ
い
さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く

れ
ま
し
た
。ま
ず
私
の
グ
ル
ー
プ
は
、お
年

寄
り
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ト
ラ
ン
プ

で
遊
び
ま
し
た
。「
バ
バ
ぬ
き
」や「
神
経
衰

弱
」を
し
ま
し
た
。「
神
経
衰
弱
」で
同
じ

カ
ー
ド
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
る
と
、テ
ー
ブ

ル
の
み
ん
な
で
拍
手
し
合
っ
て
喜
び
ま
し

た
。そ
の
あ
と
、い
っ
し
ょ
に
カ
レ
ン
ダ
ー
づ

く
り
を
し
ま
し
た
。折
り
紙
で
季
節
の
飾

り
を
つ
け
た
り
似
顔
絵
を
か
い
た
り
し
な

が
ら
来
年
一
年
分
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
全
員
で

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
て
も

喜
ん
で
く
れ
た
の
で
私
も
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。最
後
に「
り
ん
ご
の

歌
」の
合
唱
、「
少
年
時
代
」の
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
は
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
少
し

不
安
で
し
た
が
、た
く
さ
ん
の
お
年
寄
り

の
方
と
ふ
れ
あ
え
て
、心
か
ら
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。ぜ
ひ
、ま
た
百
百
の
家
を
訪
問

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

※所属名は、応募時のもの 

「
朝
食
を 

　
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う 

　
　
健
康
家
族
」 

社
会
福
祉
協
議
会
　

大
空 

升
美 

婦
人
会
　

藤
田 

ア
サ
ヱ 

「
あ
ゝ
う
ま
い 

　
元
気
に
感
謝
し 

　
　
が
ん
ば
る
ぞ
」 

四条小学校  5年 
香川  比奈 

今月の 
リポーター 

四条小学校  5年 
�橋　魅 

今月の 
リポーター 




